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は
じ
め
に

　
『
本
朝
二
十
不
孝
』（
井
原
西
鶴
作
、
貞
享
三
年
〈
一
六
八
六
〉
一
一
月

刊
、
以
下
『
二
十
不
孝
』）
は
、
全
二
〇
話
中
一
九
話
の
「
不
孝
の
輩
」

た
ち
が
悪
事
に
走
っ
た
天
罰
と
し
て
、
怪
異
的
な
不
慮
の
事
故
に
遭
う
と

い
う
、
辛
辣
な
展
開
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
整
っ
た
短
編
集

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
一
方
、
そ
の
研
究
的
な
評
価
は
多
様
で
あ
り
、
時

の
将
軍
徳
川
綱
吉
が
行
っ
た
孝
道
奨
励
政
策
へ
の
、
作
者
西
鶴
の
賛
否
を

め
ぐ
る
論
争
を
は
じ
め
、
孝
子
譚
と
の
影
響
関
係
な
ど
、
様
々
な
切
り
口

で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
よ
っ
て
、
有
働
裕
が
研
究
史
を
た
ど
り
、「
さ
ま

ざ
ま
な
声
の
響
き
合
う
ポ
リ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
作
品
と
し
て
と
ら
え
た
上
で

幕
政
へ
の
批
判
や
揶
揄
を
読
み
取
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る（

（
（

」
と
、
明

解
に
評
し
た
の
は
、
ま
さ
し
く
そ
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。
た
だ
し
、
登
場
人
物

の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
検
討
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、

未
だ
研
究
の
余
地
の
あ
る
問
題
で
あ
る
。
こ
の
作
品
で
そ
れ
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
巻
二
の
一
「
我
と
身
を
焦
が
す
釜
が
淵
」
に
登
場
す

る
石
川
五
右
衛
門
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
作
品
の
新
た

な
可
能
性
を
見
出
だ
す
た
め
に
、
巻
一
の
三
、二
の
三
、五
の
三
、
計
三
話

の
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
が
当
時
の
重
要
な

政
治
問
題
に
つ
な
が
る
こ
と
や
、
作
者
の
自
主
規
制
の
方
法
つ
い
て
も
考

察
す
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
こ
の
作
品
の
あ
り
方
や
社
会
性
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
。

一
、
巻
一
の
三
「
跡
の
剝
げ
た
る
嫁
入
長
持
」
と
鶴
字
法
度

　

こ
の
話
は
、
女
性
の
婚
姻
を
め
ぐ
る
諸
事
情
が
主
題
で
あ
る
。
裕
福
な

加
賀
の
絹
問
屋
の
美
し
い
娘
が
何
度
嫁
い
で
も
、
実
家
恋
し
さ
の
あ
ま
り
、

『
本
朝
二
十
不
孝
』
の
登
場
人
物
に
つ
い
て

─
モ
デ
ル
の
可
能
性
と
政
治
批
判
─

藤　

川　

雅　

恵
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些
細
な
理
由
を
つ
け
て
里
帰
り
し
、
離
縁
を
繰
り
返
す
。
し
か
し
、
時
の

経
過
と
と
も
に
容
色
が
衰
え
、
次
第
に
相
手
の
条
件
も
悪
い
方
へ
と
変
化

し
、
家
族
も
皆
亡
く
な
り
、
街
角
で
髪
の
油
を
売
る
よ
う
な
貧
者
と
な
り
、

最
後
は
ミ
イ
ラ
の
よ
う
に
な
っ
て
、
ひ
っ
そ
り
と
命
を
終
え
る
結
末
と
な

る
。
ま
さ
に
、
美
人
驕
慢
説
話
と
美
人
落
魄
説
話
を
併
せ
た
典
型
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
孝
子
伝
』（
貞
享
二
年
〈
一
六
八
五
〉
刊
）

下
「
小
串
村
ノ
孝
女
」、「
完
栗
孝
女
」
等
、
親
の
た
め
に
結
婚
を
断
念
す

る
話
の
逆
設
定
と
の
指
摘
が
あ
る（

（
（

。
ま
た
、
華
や
か
な
美
女
が
零
落
す
る

展
開
は
、『
玉
造
小
町
壮
衰
書
』（
平
安
時
代
成
立
）
の
流
れ
を
汲
む
、
小

町
伝
説
を
記
し
た
書
物
に
影
響
を
受
け
た
も
の
と
い
う
指
摘
が
あ
る（

（
（

。
さ

ら
に
、
全
体
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
本
文
中
に
し
ば
し
ば
挿
入
さ
れ
る
教

訓
的
な
評
語
同
士
の
矛
盾
、
そ
の
す
れ
違
い
に
こ
そ
教
訓
以
外
の
意
義
が

発
生
す
る
話
で
あ
る
と
い
う
、
明
晰
な
分
析
が
す
で
に
備
わ
っ
て
い
る（

（
（

。

そ
れ
以
外
に
も
、
実
際
の
出
来
事
と
の
関
連
を
想
起
さ
せ
る
部
分
も
あ
る
。

本
文
に
「
衣
装
は
、
御
法
度
は
表
向
は
守
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
石
川
屋

六
兵
衛
の
妻
の
事
件
を
発
端
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
衣
装
法
度
を
意
識
し
た

表
現
が
周
知
で
あ
る
。
他
に
、
登
場
人
物
の
小
鶴
と
い
う
名
か
ら
、
徳
川

綱
吉
の
娘
で
あ
る
鶴
姫
の
名
を
想
起
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
だ
ろ

う
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
言
及
は
未
見
の
た
め
、
こ
の
人
物
と
の
関
係
性
に

つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
。
こ
の
話
の
主
人
公
小
鶴
に
つ
い
て
は
、
本
文

に
以
下
の
よ
う
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

加
賀
の
城
下
、
本
町
筋
に
、
絹
問
屋
、
左
近
右
衛
門
と
い
ふ
所
久
し

き
商
人
、
身
代
不
足
な
く
、
そ
の
身
、
堅
固
に
暮
ら
し
、
子
二
人
あ

り
し
が
、
屋
継
は
亀
丸
と
て
十
一
歳
、
姉
は
、
小
鶴
と
名
付
け
、

十
四
歳
な
る
が
、
形
す
ぐ
れ
て
、
一
国
、
こ
れ
沙
汰
の
娘
な
り
。（
巻

一
の
三
「
跡
の
剝
げ
た
る
嫁
入
長
持
」、
傍
線
筆
者
、
以
下
同
じ
。（

（
（

）

こ
こ
に
記
さ
れ
た
の
は
、
大
都
市
の
身
分
資
産
と
も
に
申
し
分
の
な
い
、

小
鶴
亀
丸
と
い
う
名
の
姉
弟
の
子
ど
も
が
、
二
人
と
い
う
家
族
構
成
で
あ

る
（
傍
線
部
）。
ま
ず
、
綱
吉
に
は
、
女
性
男
性
の
順
で
二
人
の
子
が
あ

る
こ
と
が
共
通
す
る
。
既
に
述
べ
た
が
、
娘
の
名
は
鶴
姫
で
あ
り
、
小
鶴

に
近
い
。
さ
ら
に
、
姉
と
弟
の
年
齢
が
一
四
歳
と
一
一
歳
で
あ
る
こ
と
に

つ
い
て
も
、
鶴
姫
は
延
宝
五
年
（
一
六
七
七
）
で
、
弟
徳
松
君
は
同
七
年

（
一
六
七
九
）
生
ま
れ
で
あ
り
、
そ
の
年
齢
差
は
実
際
の
二
歳
違
い
に
鋭

く
迫
る
。
加
え
て
、
話
中
の
弟
亀
丸
は
未
婚
の
ま
ま
、「
二
十
三
歳
に
て

果
て
ぬ
」
と
早
世
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
徳
松
君
の
五
歳
で
の
夭

折
（
天
和
三
年
〈
一
六
八
三
〉）
を
想
起
さ
せ
る
。

　

以
上
の
共
通
点
を
合
わ
せ
て
考
慮
す
る
と
、
江
戸
時
代
の
一
般
的
な
結

婚
適
齢
期
に
は
置
き
換
え
て
い
る
が
、
こ
の
家
族
構
成
は
時
の
将
軍
の
そ

れ
を
映
し
出
し
、
鶴
姫
の
婚
姻
ま
で
を
捉
え
た
話
と
い
う
仮
説
が
、
成
り

立
つ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
鶴
姫
が
嫁
い
だ
の
が
、
貞
享

二
年
（
一
六
八
五
）
二
月
で
あ
る
。
満
年
齢
八
才
と
い
う
、
異
常
な
早
さ

で
あ
る
。
こ
れ
は
『
二
十
不
孝
』
が
上
梓
さ
れ
る
直
前
で
、
執
筆
中
と
い

う
べ
き
時
期
に
起
こ
っ
た
、
重
大
な
出
来
事
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
い
い
だ

ろ
う
。
以
下
、
そ
れ
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
小
鶴
の
婚
姻
に
ま
つ
わ

る
場
面
を
引
用
す
る
。

手
前
よ
ろ
し
け
れ
ば
、
兼
ね
て
手（
Ａ
）道

具
は
、
高
蒔
絵
に
、
美
を
つ
く
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し
、
衣
裳
は
、
御
法
度
は
表
向
は
守
り
、
内
証
は
、
鹿
子
類
さ
ま
ざ

ま
調
へ
、
京（
Ｂ
）よ

り
、
仕
付
方
の
女
を
呼
び
寄
せ
、
万
事
お
と
な
し
く

身
を
も
た
せ
、（
中
略
）
千
軒
も
聞
き
く
ら
べ
、
見
定
め
、
願
ひ
の

ご
と
く
、
呉
服
屋
に
遣
は
し
け
る
に
、
両（
Ｃ
）方
牛ご

角か
く

の
分
限
、「
馬
は

む
ま
づ
れ
。
絹
屋
・
呉
服
屋
、
さ
も
あ
る
べ
し
」
と
、
沙
汰
し
け
る

に
、
こ
の
娘
、
半（
Ｄ
）年

も
立
た
ざ
る
に
、
こ
の
男
を
嫌
ひ
そ
め
、
た
び

た
び
、
里
に
帰
れ
ば
、
昵な
じ
みも

薄
く
な
り
て
、
暇
の
状
を
遣
は
し
け
る
。

�

（
巻
一
の
三
）

こ
こ
に
は
、（
Ａ
）
豪
華
な
嫁
入
り
道
具
で
あ
っ
た
こ
と
と
、（
Ｂ
）
京
都

よ
り
腰
元
を
呼
び
寄
せ
た
こ
と
、（
Ｃ
）
家
同
士
の
釣
り
合
い
の
と
れ
た

婚
姻
で
あ
る
こ
と
、（
Ｄ
）
半
年
以
内
の
里
帰
り
が
記
さ
れ
て
お
り
、（
Ａ
）

（
Ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
町
人
に
は
不
相
応
な
様
子
で
あ
る
。
一
方
、
実
際

の
鶴
姫
の
婚
礼
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う

か
。
同
時
代
を
生
き
た
歌
人
戸
田
茂
睡
が
『
御
当
代
記
』
に
記
し
て
い
る

た
め
、
傍
証
と
し
て
適
宜
引
用
す
る
。
先
に
挙
げ
た
『
二
十
不
孝
』
本
文

の
傍
線
部
に
対
応
す
る
部
分
に
は
、
同
様
の
記
号
を
付
し
た
。

（
天
和
四
年
）
四
月
七
日
、
紀
伊
中
納
言
殿
［
紀
州
藩
主
徳
川
光
貞
］

へ
上
使
あ
り
、
趣
は
来
春
鶴
姫
君
［
綱
吉
娘
］
の
御
輿
可
被
為
入
御

之
由

（
貞
享
二
年
）
紀（
Ｂ
）国

中
将
殿
へ
、
二
月
廿
二
日
鶴
姫
様
と
し
九
つ
か

の
御
輿
入
候
に
極
り
、
十（
Ａ
）一
日
よ
り
十
九
日
ま
で
お
道
具
共
参
候
、

十
七
日
ハ
御
精
進
日
故
不
被
遣
候
、
御
道
具
ハ
桜
田
御
門
を
出
、
伊

井
掃
部
屋
敷
の
下
を
御
堀
ぞ
い
に
、
松
平
越
後
守
元
屋
敷
う
ら
門
通

り
へ
出
て
、
鶴
様
御
門
へ
持
は
こ
ぶ
、
一
日
に
御
道
具
三
度
づ
ゝ
通

り
申
候

二
月
廿
二
日
夜
よ
り
雨
、
朝
小
雨
、
昼
迄
ふ
る
、
九
つ
雨
止
て
の
ち

紀
の
国
屋
敷
御
輿
入
、
先
立
ち
て
保
科
肥
後
守
、
其
次
御
貝
桶
、
戸

田
山
城
守
こ
れ
に
付
、
其
次
お
と
ぎ
ぼ
う
こ
乗
物
、
其
次
乗
物
二
丁
、

御
挟
箱
・
御
長
刀
二
振
、
御
輿
、
其
次
あ
け
こ
し
七
つ
、
そ
れ
よ
り

惣（
Ｃ
）女

中
の
乗
物
つ
ゞ
く
、
お
さ
へ
ハ
伊
井
掃
部
頭
也
、
紀
伊
中
納
言

殿
玄
関
迄
御
迎
に
御
出
、
御
輿
す
は
り
候
と
、
鶴
様
御
家
老
筒
井
佐

次
右
衛
門
御
輿
に
付
た
る
紐
を
と
く
と
、
大
久
保
加
賀
守
罷
出
と
、

紀
伊
家
老
安
藤
帯
刀
出
向
、
互
に
左
の
て
を
つ
き
、
右
の
か
た
手
を

加
賀
守
ハ
あ
お
の
け
る
、
帯
刀
は
う
つ
む
け
て
、
御
輿
乃
請
取
渡
し

相
す
ミ
申
候

三
月
六
日
、
鶴（
Ｄ
）姫

様
御
祝
言
以
後
始
而
御
城
へ
御
越
、
紀
伊
の
中
将

殿
も
登
場
也
（『
御
当
代
記
』
二（

（
（

）

　

右
の
内
容
を
ま
と
め
る
と
、
鶴
姫
は
九
歳
で
紀
州
藩
主
の
子
息
に
嫁
ぎ

（
Ｂ
）、
数
多
の
嫁
入
り
道
具
を
日
に
三
度
、
数
日
か
け
て
運
び
（
Ａ
）、

輿
入
れ
の
日
に
は
「
惣
女
中
」
も
伴
い
（
Ｃ
）、
遠
く
は
な
い
紀
州
藩
の

江
戸
屋
敷
へ
輿
入
れ
し
た
。そ
し
て
、翌
月
に
は
江
戸
城
に
参
内
し
た（
Ｄ
）

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
衣
装
や
高
蒔
絵
等
、
贅
沢
禁
止
の
風
潮
に
あ
っ
て
、

こ
れ
は
質
素
な
婚
礼
と
は
言
い
難
い
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
豪
華

さ
は
、『
二
十
不
孝
』
で
の
小
鶴
の
嫁
入
り
の
場
面
（
傍
線
Ａ
～
Ｄ
）
に

概
ね
共
通
す
る
。
た
だ
し
、
傍
線
部
（
Ｂ
）
に
つ
い
て
は
、
家
業
が
明
記

さ
れ
た
点
で
は
異
な
る
が
、
互
角
な
家
柄
と
い
う
点
で
は
、
将
軍
家
と
御
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三
家
の
紀
州
藩
と
の
関
係
性
に
等
し
い
。
ま
た
、（
Ｃ
）
に
つ
い
て
は
、

綱
吉
の
御
台
所
の
要
請
に
よ
り
、
霊
元
天
皇
の
中
宮
に
仕
え
て
い
た
「
常

磐
井
」
と
い
う
女
性
を
、
京
都
か
ら
呼
び
寄
せ
て
鶴
姫
の
婚
礼
に
関
わ
ら

せ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り（

（
（

、
こ
れ
も
『
二
十
不
孝
』
で
の
京
の

「
仕
付
方
の
女
」
に
重
な
る
。（
Ｄ
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
外
に
も
鶴
姫

が
綱
吉
と
御
台
所
や
桂
昌
院
と
外
出
、
江
戸
城
に
数
日
滞
在
し
た
記
録
も

散
見
す
る
た
め
、
里
帰
り
が
頻
繁
に
行
わ
れ
て
い
た
事
実
が
知
ら
れ
て
い

た
と
推
察
さ
れ
る（

（
（

。

　

以
上
の
共
通
性
か
ら
、
こ
の
話
は
衣
装
法
度
が
出
さ
れ
、
贅
沢
が
禁
止

さ
れ
る
風
潮
の
中
で
行
わ
れ
た
鶴
姫
の
婚
礼
を
、
舞
台
や
身
分
を
矮
小
化

し
て
表
現
し
た
も
の
と
い
う
解
釈
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
主
人
公

小
鶴
の
モ
デ
ル
が
鶴
姫
で
あ
る
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
と
言
え
よ
う
。

加
え
て
、『
二
十
不
孝
』
で
の
、
小
鶴
の
家
が
絶
え
ゆ
く
様
子
も
考
慮
す

る
と
、
す
で
に
徳
松
が
夭
折
し
て
い
る
た
め
、
綱
吉
直
系
の
男
子
を
失
っ

た
徳
川
家
へ
の
憂
慮
の
予
感
が
看
取
さ
れ
る
話
で
あ
る
と
位
置
付
け
ら
れ

よ
う
。
こ
の
話
の
後
半
は
小
町
伝
説
を
な
ぞ
る
よ
う
な
現
実
離
れ
し
た
展

開
と
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
周
知
の
説
話
的
モ
チ
ー
フ
こ
そ
が
、
こ
れ
を

架
空
の
話
で
あ
る
と
印
象
付
け
る
符
丁
で
あ
り
、
作
者
の
行
っ
た
自
主
規

制
の
手
法
で
あ
ろ
う
。
奇
し
く
も
実
際
に
は
、
綱
吉
晩
年
の
宝
永
元
年

（
一
七
〇
四
）
に
は
鶴
姫
が
、
翌
年
に
は
そ
の
夫
徳
川
綱
教
が
死
去
し
、

こ
の
予
言
め
い
た
話
は
的
中
す
る
。
そ
の
た
め
、
そ
れ
以
後
の
時
代
の
読

者
に
と
っ
て
は
、
さ
ら
に
含
み
の
あ
る
話
題
と
な
っ
た
だ
ろ
う
。

　

将
軍
の
愛
娘
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
一
話
を
創
作
す
る
こ
と
は
、
禁
忌
に

触
れ
る
こ
と
だ
が
、
い
わ
ゆ
る
鶴
字
法
度
の
存
在
も
視
野
に
入
れ
て
み
る

こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
、
鶴
姫
の
諱い
み
なを

避
け
る
た
め
、
鶴
の
名

称
と
鶴
紋
の
使
用
を
禁
じ
た
も
の
で
あ
る
。
元
禄
元
年
（
一
六
八
八
）
二

月
に
は
、
こ
の
趣
旨
の
法
令
が
出
た（

（1
（

。
こ
の
煽
り
を
受
け
て
、
同
年
一
一

月
刊
『
新
可
笑
記
』
か
ら
、
西
鶴
が
西
鵬
と
い
う
号
に
変
え
た
こ
と
は
周

知
だ
が
、
庶
民
間
で
の
熱
狂
的
な
婚
礼
へ
の
好
奇
以
外
に
、
こ
の
法
度
が

出
さ
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
以
上
の
検
討
を
踏

ま
え
、『
二
十
不
孝
』
の
小
鶴
の
話
を
、
鶴
姫
お
よ
び
将
軍
綱
吉
一
家
を

モ
デ
ル
と
し
た
も
の
と
見
立
て
た
場
合
、
こ
の
話
が
鶴
字
法
度
を
引
き
起

こ
す
流
れ
の
一
端
に
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
可
能
と
な
ろ
う
。
そ
の
関

係
性
を
時
系
列
に
沿
っ
て
並
べ
る
と
、
①
鶴
姫
の
輿
入
れ
（
貞
享
二
年

〈
一
六
八
五
〉
年
二
月
）、②
『
二
十
不
孝
』
上
梓
（
貞
享
三
年
〈
一
六
八
六
〉

一
一
月
）、
③
鶴
字
法
度
の
発
令
（
元
禄
元
年
〈
一
六
八
八
〉
二
月
）、
④

西
鵬
へ
の
変
更
（
同
年
一
一
月
）
と
い
う
順
序
に
な
る
。
こ
こ
で
重
要
な

こ
と
は
、
法
度
よ
り
一
年
数
か
月
前
に
、
小
鶴
を
扱
っ
た
『
二
十
不
孝
』

が
出
来
し
、
挿
絵
に
は
鶴
の
紋
が
描
か
れ
て
い
る
。
筆
禍
の
可
能
性
を
疑

う
こ
と
も
可
能
だ
が
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
話
が
衣
装
法
度
に
加
え
て
、

鶴
字
法
度
と
い
う
厳
し
い
時
代
背
景
の
中
に
存
在
し
て
い
た
と
い
う
こ
と

は
、
確
認
で
き
た
。
以
上
の
よ
う
な
点
で
、
こ
れ
は
当
世
の
政
治
問
題
に

つ
な
が
る
話
で
あ
る
と
読
む
こ
と
も
可
能
と
な
っ
た
。

二
、
巻
二
の
三
「
人
は
し
れ
ぬ
国
の
土
仏
」
と
鎖
国
政
策

　

こ
れ
は
、
江
戸
時
代
に
飛
躍
的
に
発
展
し
た
産
業
の
一
つ
、
廻
船
業
の
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話
で
あ
る
。
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
家
業
を
捨
て
、
刺
激
の
多
い
生
活

を
求
め
て
船
乗
り
と
な
る
が
、
遭
難
と
漂
流
の
末
に
、
二
度
と
親
元
に
帰

る
こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
と
い
う
の
が
概
容
で
あ
る
。
登
場
人
物
の
親
子

が
「
釣
針
の
鍛
冶
」
で
あ
る
根
拠
に
つ
い
て
は
、『
本
朝
孝
子
伝
』
今
世

部
「
鍛
匠
孫
次
郎
」
が
挙
げ
ら
れ（

（1
（

、
そ
の
航
路
と
遭
難
に
つ
い
て
は
、
貞

享
元
年
（
一
六
八
四
）
八
月
、
伊
勢
国
度
会
郡
の
一
二
人
が
江
戸
航
海
の

帰
途
遭
難
し
、
翌
二
年
ア
マ
カ
ワ
（
マ
カ
オ
）
沖
の
島
に
漂
着
、
長
崎
に

帰
国
の
後
、
帰
郷
と
い
う
事
件
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
ま
た
、
貴
重
な

玉
を
取
ろ
う
と
欲
張
っ
た
た
め
、
漂
流
先
で
囚
わ
れ
の
身
と
な
っ
た
息
子

が
、
行
脚
の
僧
に
自
ら
の
片
袖
を
託
す
結
末
に
つ
い
て
は
、『
宇
治
拾
遺

物
語
』（
一
七
〇
）
で
の
纐こ
う

纈け
つ

城
の
話
等
の
翻
案
で
あ
り（

（1
（

、
そ
の
点
で
は

説
話
文
学
の
影
響
が
強
く
、
高
評
価
を
得
ら
れ
て
い
な
い
話
で
あ
る（

（1
（

。
し

か
し
、
本
稿
で
新
た
に
紹
介
す
る
別
の
漂
流
事
件
を
加
え
て
検
討
す
る
こ

と
に
よ
り
、
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
と
、
結
末
を
説
話
的
な
構
成
に
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
事
情
を
、
解
明
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
以
下
、

そ
れ
に
つ
い
て
検
証
し
た
い
。

　

こ
の
話
の
主
要
な
登
場
人
物
で
あ
る
親
子
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

伊
勢
の
国
、
鳥
羽
と
い
ふ
大
湊
に
、
出
崎
の
藤
内
と
て
、
貧
家
に
煙

を
た
て
、
蜑あ
ま

の
手て

業わ
ざ

の
釣
針
の
鍛
冶
住
み
し
が
、
藤
助
と
名
付
け
て
、

一
人
の
子
を
持
つ
。（
巻
二
の
三
「
人
は
し
れ
ぬ
国
の
土
仏
」）

「
伊
勢
」
と
い
う
場
所
か
ら
、
こ
の
話
が
前
述
の
漂
流
事
件
に
取
材
し
て

い
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
が
、「
藤
内
」
と
「
藤
助
」（
傍
線
部
）
と
い
う
名

前
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
指
摘
は
な
く
、問
題
視
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
事
件
が
関
係
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。

　

か
つ
て
、『
韃だ
っ

靼た
ん

漂ひ
ょ
う
り
ゅ
う
き

流
記
』
と
し
て
知
ら
れ
た
漂
流
事
件
が
あ
っ
た
。

寛
永
年
間
の
出
来
事
の
た
め
、
作
者
西
鶴
に
は
古
く
、
未
知
の
情
報
と
思

わ
れ
が
ち
だ
が
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
写
本
で
流
布
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
重
要
な
事
件
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
を
作
品
化
し
た
も
の
と
し
て
、『
異
国
旅

す
ゞ
り
』（『
寛
永
漂
流
記
』
と
も
）
が
あ
る
が
、
作
者
不
詳
で
無
刊
記
本

で
あ
る（

（1
（

。
た
だ
し
、
宝
永
期
以
前
の
出
版
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
作

品
の
刊
行
時
に
近
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
同
種
の
作
品
と
し
て
、『
朝

鮮
物
語
』（
寛
延
三
年
〈
一
七
五
〇
〉
刊
）
も
、
後
に
出
版
さ
れ
た
。
そ

れ
以
外
に
も
、
西
鶴
よ
り
五
年
遅
く
生
ま
れ
た
儒
学
者
新
井
白
石
や
、『
塩

尻
』
を
記
し
た
天
野
信
景
等
が
、
書
簡
や
記
録
で
取
り
上
げ
、
江
戸
時
代

の
外
交
関
係
資
料
と
し
て
知
ら
れ
る
『
通
航
一
覧
』（
林
復
斎
編
）
に
も

記
載
さ
れ
て
お
り
、
同
時
代
の
知
識
人
た
ち
も
関
心
を
寄
せ
た
と
さ
れ
る

情
報
と
し
て（

（1
（

、
持
続
性
の
強
固
な
事
件
で
あ
る（

（1
（

。
西
鶴
の
披
見
は
不
明
な

が
ら
、
当
該
話
と
事
件
の
全
容
の
記
さ
れ
た
こ
の
資
料
を
比
較
す
る
こ
と

は
有
効
で
あ
ろ
う
。
そ
の
冒
頭
に
は
、
事
件
の
概
要
が
記
さ
れ
て
お
り
、

以
下
の
通
り
で
あ
る
。

越
後
国
三
国
浦
新
保
村
竹
内
藤
右
衛
門
、
同
子
藤
蔵
船
二
艘
、
幷
国

田
兵
右
衛
門
以
上
三
艘
に
、
五
十
八
人
乗
く
み
て
、
松
前
へ
商
の
た

め
致
出
帆
、
海
上
に
て
大
風
に
逢
ひ
韃
靼
国
へ
吹
附
ら
れ
、
同
国
都

へ
召
寄
ら
れ
、
是
よ
り
大
明
の
北
京
へ
被
送
、
夫
よ
り
朝
鮮
の
都
へ
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送
ら
れ
、
宗
対
馬
守
殿
御
内
古
川
伊
右
衛
門
殿
へ
被
渡
、
夫
よ
り
対

馬
へ
着
申
候
。（『
韃
靼
漂
流
記
』）

寛
永
二
一
年
（
一
六
四
四
）
六
月
、
松
前
に
向
か
う
北
前
船
が
、
現
ロ
シ

ア
と
中
国
と
の
国
境
付
近
、
女
真
族
の
地
（
ポ
シ
ェ
ッ
ト
湾
）
に
漂
着
し
、

同
族
の
襲
撃
を
受
け
て
死
傷
者
が
出
た
事
件
で
あ
る
。
そ
の
際
に
被
害
に

遭
っ
た
船
頭
親
子
の
名
が
、
竹
内
藤
右
衛
門
、
藤
蔵
で
あ
り
（
傍
線
部
）、

彼
ら
は
他
四
三
人
と
共
に
殺
害
さ
れ
、
そ
の
他
一
五
人
は
捕
虜
と
な
る
が

救
助
さ
れ
、
北
京
、
朝
鮮
、
対
馬
を
経
由
し
て
後
、
帰
還
し
た
。
そ
の
取

り
調
べ
の
記
録
が
漂
流
譚
と
し
て
存
在
す
る
。
そ
の
航
路
は
、
北
方
の
日

本
海
側
だ
が
、
注
目
す
べ
き
点
は
、
船
頭
親
子
の
名
が
、
当
該
話
の
親
子

「
藤
内
」「
藤
助
」
に
類
似
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
今

ま
で
問
題
視
さ
れ
な
か
っ
た
本
話
の
登
場
人
物
名
に
、
こ
の
漂
流
事
件
の

人
物
名
が
利
用
さ
れ
た
可
能
性
が
濃
厚
と
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
近
似
は

事
件
全
体
に
及
ぶ
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
以
下
、
漂
着
後
の
詳
細

が
記
さ
れ
た
前
掲
書
の
続
き
を
引
用
す
る
。

　

寛
永
二
十
一
年
申
年
四
月
朔
日
に
、
越
前
三
国
浦
新
保
村
を
出
、

能
登
の
へ
く
ら
の
島
に
着
、
十
五
日
程
日
和
待
仕
、
夫
よ
り
佐
渡
へ

着
申
候
。
二
十
日
余
、
日（
Ａ
）和
待
仕
、
五
月
十
日
に
佐
渡
を
出
、
其
夜

よ
り
大
風
に
逢
候
て
、
十
五
六
日
目
に
、
何
方
と
も
不
知
所
に
着
申

候
。
人
も
な
く
山
斗
見
へ
申
候
間
、
小
船
を
お
ろ
し
、
水
を
と
り
に

参
り
候
。
其
所
に
十
日
斗
逗
留
仕
、
山
に
て
木
を
伐
、
船
の
底
な
ど

の
そ
こ
ね
道
具
を
こ
し
ら
へ
、
日
本
へ
可
罷
帰
と
存
、
船
を
出
し
候

処
に
、
風（
Ｂ
）悪

敷
な
り
右
の
所
よ
り
五
十
里
斗
西
の
方
へ
着
申
候
。

　

陸
よ
り
一
里
ば
か
り
の
沖
に
懸
り
申
候
処
、
三
尋
斗
有
之
小
舟
に
、

壱
人
宛
六
十
艘
程
参
り
、
呼
は
り
申
候
得
共
、
互（
Ｃ
）に

詞
不
聞
知
候
故
、

返
答
も
不
申
候
得
ば
、
皆
陸
地
へ
帰
り
申
候
て
、
又
右
の
船
三
艘
参

り
候
。（
中
略
）
夫
よ
り
名
々
の
船
に
乗
り
人
参
三
把
持
参
候
而
、

料
理
鍋
を
見
候
て
、
人
参
に
取
か
へ
て
帰
申
候
。
其
時
我
等
共
申
候

は
、
此
様
な
る
物
は
沢
山
に
有
之
候
や
と
、
仕
か
た
を
致
し
候
へ
ば
、

此
様
成
物
は
あ
の
山
に
御
座
候
と
真
似
し
見
せ
候
。
我（
Ｄ
）等

共
談
合
に

は
、
何
方
へ
参
る
も
商
の
為
に
候
間
、
あ
の
者
共
を
た
ら
し
、
人
参

の
有
所
を
教
さ
せ
、
取
に
可
参
と
談
合
申
、
彼
者
共
に
、
米
を
取
せ

可
申
候
間
、
有
所
を
見
せ
申
候
へ
と
申
け
れ
ば
、
合
点
仕
、
暁
の
鳥

の
う
た
ひ
候
は
ゞ
、
是
迄
可
参
と
鳥
の
な
く
ま
ね
を
致
し
帰
候
。
夜

明
か
た
に
彼
者
三
人
参
候
故
、
又
酒
食
を
給
さ
せ
、
同
道
し
山
へ
登

り
申
候
。
三
艘
の
船
も
十
四
人
残
し
置
候
て
四
十
四
人
は
山
へ
参
候
。

（
中
略
）
萱
原
の
山
に
て
候
。
個
様
の
処
に
人
参
あ
る
ま
じ
き
か
と

存
候
所
に
、
方
々
に
て
人
音
聞
へ
候
て
、
萱
原
さ
ゞ
め
き
候
間
不
思

議
に
存
候
処
に
、
日（
Ｅ
）本

の
者
ど
も
を
取
籠
、
弓
に
て
射
こ
ろ
し
申
候
。

刀
脇
差
も
無
之
故
、
立
ち
合
戦
候
事
も
不
成
、
方
々
逃
散
候
と
こ
ろ

を
、
か
な
た
こ
な
た
と
、
所
々
に
て
射
殺
し
申
候
。
其
内
十
三
人
萱

原
に
隠
れ
居
申
候
を
捕
、
手
を
括
、
其
儘
置
申
候
（
以
下
略
）。

以
上
の
概
要
を
傍
線
部
に
沿
っ
て
ま
と
め
る
と
、（
Ａ
）
出
港
し
た
北
前

船
は
、
ま
ず
能
登
や
佐
渡
で
日
和
見
を
し
、
そ
の
後
北
へ
向
か
う
が
大
風

に
遭
い
、
半
月
後
に
見
知
ら
ぬ
場
所
に
漂
着
す
る
。（
Ｂ
）
帰
郷
の
準
備

を
済
ま
せ
て
再
出
航
す
る
が
風
が
悪
く
、
さ
ら
に
西
に
漂
着
し
た
。（
Ｃ
）
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そ
こ
で
は
言
語
不
通
の
人
々
が
現
れ
る
が
、（
Ｄ
）
彼
ら
が
高
麗
人
参
を

持
参
し
た
の
を
見
て
奪
お
う
と
企
む
。（
Ｅ
）
翌
朝
、
人
参
の
あ
る
場
所

に
手
引
き
さ
れ
る
が
、
採
ろ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
襲
撃
さ
れ
死
人
が
出
、

命
あ
る
者
は
捕
虜
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
漂
流
者
が
生
死
の
明

暗
を
分
け
た
点
が
、『
二
十
不
孝
』
と
の
大
き
な
共
通
点
で
あ
り
、
既
に

指
摘
さ
れ
た
貞
享
期
の
事
件
に
は
見
ら
れ
な
い
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
部
分
の
主
旨
は
、『
二
十
不
孝
』
の
こ
の
話
に
近
い
部
分
が
あ
る
た
め
、

本
文
と
対
照
し
な
が
ら
ま
と
め
る
と
、
以
下
の
通
り
と
な
る
。

（
Ａ
）�

日
和
見
も
定
め
な
く
、
こ
の
舟
沖
に
出
る
と
、
寅
の
刻
よ
り

大
風
吹
き
暮
れ
、
九
日
流
さ
れ

（
Ｂ
）�

立
つ
波
荒
く
、
腥
な
ま
ぐ
さき

風
吹
き
て
、
ま
た
こ
の
舟
を
散
ら
し
、

遥
か
な
る
磯
辺
に
着
き
て

（
Ｃ
）�

ふ
し
ぎ
や
老
い
た
る
社
人
顕
は
れ
・
見
な
れ
ぬ
唐
人

（
Ｄ
）�

我
も
我
も
と
、
拾
ひ
し
に
、（
略
）
ひ
と
つ
も
取
る
事
お
ろ
か

な
れ
。

（
Ｅ
）�

藤
助
ば
か
り
聞
き
い
れ
ず
、
玉
拾
ふ
う
ち
に
、（
略
）
取
り
囲

み
て
、
連
れ
帰
り

　
『
二
十
不
孝
』
で
の
遭
難
か
ら
漂
流
以
後
の
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で

あ
る
。（
Ａ
）
下
田
で
日
和
見
を
し
て
い
た
が
、
村
雲
の
立
つ
中
出
港
す

る
と
大
風
に
遭
い
、
漂
流
す
る
。（
Ｂ
）
浅
瀬
に
着
い
た
よ
う
な
感
覚
を

覚
え
る
が
、再
度
強
風
に
遭
い
、見
知
ら
ぬ
磯
辺
に
漂
着
す
る
。（
Ｃ
）（
Ｄ
）

そ
こ
に
は
五
色
の
枝
の
玉
が
あ
り
、
皆
が
拾
う
が
、
老
人
に
一
つ
も
取
る

こ
と
無
く
船
に
乗
る
よ
う
教
え
ら
れ
る
。
他
の
者
が
船
に
乗
っ
た
瞬
間
に

大
風
が
吹
き
、
無
事
に
帰
郷
す
る
が
、
藤
助
は
警
告
を
聞
き
入
れ
ず
、
玉

を
拾
い
続
け
た
た
め
、
唐
人
に
捕
わ
れ
、
人
油
を
絞
ら
れ
る
責
め
苦
に
遭

う
。ま
ず
、（
Ａ
）日
和
見
の
後
に
出
航
し
た
が
、夜
に
は
大
風
に
遭
い
、（
Ｂ
）

再
び
風
に
吹
か
れ
る
部
分
は
、
二
度
大
風
に
遭
い
、
遭
難
す
る
と
い
う
点

で
共
通
し
、（
Ｃ
）
言
語
不
通
の
異
人
に
接
触
す
る
点
は
、「
老
い
た
る
社

人
」
と
「
見
な
れ
ぬ
唐
人
」
の
存
在
が
近
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
最
も
重

要
な
こ
と
は
、（
Ｄ
）（
Ｅ
）
で
あ
る
。「
玉
」
と
「（
高
麗
）
人
参
」
で
異

な
る
が
、
欲
を
出
し
て
貴
重
な
物
を
採
ろ
う
と
企
ん
だ
者
た
ち
が
殺
害
さ

れ
、
生
死
の
明
暗
を
分
け
た
こ
と
が
共
通
す
る
。
同
様
の
物
で
は
な
い
が
、

そ
れ
は
い
か
に
も
『
二
十
不
孝
』
で
の
、
高
価
な
玉
を
拾
お
う
と
す
る
が
、

禁
止
の
警
告
を
受
け
る
場
面
に
共
通
す
る
の
で
は
な
い
か
。
な
ぜ
な
ら
、

人
参
の
密
輸
で
一
儲
け
を
と
企
ん
だ
た
め
に
殺
害
さ
れ
た
漂
流
者
た
ち
の

姿
こ
そ
が
、
社
人
の
忠
告
を
聞
か
ず
、
欲
に
心
を
奪
わ
れ
て
玉
を
拾
い
続

け
た
た
め
に
、
帰
国
で
き
な
か
っ
た
藤
助
の
姿
に
重
な
る
か
ら
だ
。
さ
ら

に
、『
韃
靼
漂
流
記
』
引
用
部
分
以
外
に
は
、
生
存
者
は
皆
捕
え
ら
れ
、

女
真
族
の
家
で
奴
隷
さ
な
が
ら
に
雑
役
を
し
て
生
活
し
た
記
録
も
あ
り
、

こ
れ
は
藤
助
が
「
見
な
れ
ぬ
唐
人
」
に
捕
え
ら
れ
、「
鉄
門
の
厳
し
き
家
」

で
「
人
油
を
絞
ら
れ
」
続
け
た
部
分
に
重
な
る
と
言
え
よ
う
。

　

以
上
の
検
討
に
よ
り
、「
人
は
し
れ
ぬ
国
の
土
仏
」
の
人
物
名
と
内
容
は
、

『
韃
靼
漂
流
記
』
に
記
さ
れ
た
よ
う
な
漂
流
事
件
の
内
容
に
近
似
す
る
点

が
多
く
、
こ
れ
に
限
ら
ず
、
何
ら
か
の
情
報
に
よ
っ
て
、
説
話
の
世
界
に

重
ね
合
わ
せ
な
が
ら
、
こ
の
事
件
に
取
材
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
を
確
認
し
た
。
よ
っ
て
、
貞
享
二
年
の
遭
難
事
件
と
纐
纈
城
等
の
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説
話
の
要
素
と
、
こ
れ
と
を
併
せ
て
創
作
さ
れ
た
話
で
あ
る
と
の
見
立
て

も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
結
末
が
説
話
臭
漂
う
荒
唐
無
稽
な
構
成
と
な
っ

た
背
景
に
は
、
以
下
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
高
麗
人
参
は
幕

府
管
理
下
の
貴
重
品
で
あ
る
た
め
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
異
国
を
漂
流

し
て
帰
還
す
る
こ
と
自
体
が
鎖
国
政
策
に
抵
触
す
る
た
め
で
あ
り
、
帰
国

者
に
は
必
ず
取
り
調
べ
を
行
い
、
箝
口
令
を
敷
い
た
と
い
う（

（1
（

。
そ
の
た
め
、

高
麗
人
参
の
風
諭
と
し
て
、
五
色
の
枝
の
玉
が
用
い
ら
れ
、
漂
流
者
が
騙

し
討
ち
に
遭
い
、
捕
虜
と
な
っ
た
光
景
は
、
少
し
離
れ
た
説
話
の
世
界
に

寓
話
化
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
も
禁

忌
を
説
話
で
虚
構
化
す
る
作
者
の
配
慮
こ
そ
が
、
事
件
を
扱
う
た
め
の
自

主
規
制
と
な
っ
た
可
能
性
は
、
少
な
か
ら
ず
考
え
ら
れ
よ
う
。

三
、
巻
五
の
三
「
無
用
の
力
自
慢
」
と
生
類
憐
み
の
令

　

す
で
に
述
べ
た
と
お
り
、
巻
二
の
一
で
の
石
川
五
右
衛
門
は
、
登
場
人

物
の
モ
デ
ル
が
唯
一
明
白
な
話
で
あ
る
。
む
ろ
ん
、
大
盗
賊
と
し
て
有
名

だ
が
、
処
刑
さ
れ
た
の
は
文
禄
三
年
（
一
五
九
四
）
の
た
め
、
漂
流
事
件

と
同
様
、
作
者
に
と
っ
て
は
昔
の
出
来
事
で
あ
る
。
た
だ
し
、
貞
享
期
に

古
浄
瑠
璃
『
石
川
五
右
衛
門
』（
松
本
治
太
夫
節
）
の
上
演
が
あ
っ
た
た
め
、

話
題
性
と
い
う
点
で
も
、
こ
の
人
物
が
不
孝
の
輩
の
一
員
と
な
っ
た
理
由

も
理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
と
同
様
に
、相
撲
を
主
題
と
し
た
巻
五
の
三「
無

用
の
力
自
慢
」
の
背
景
に
は
、
慶
安
元
年
（
一
六
四
八
）
二
月
以
来
、
幕

府
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
て
い
た
勧
進
相
撲
が
、
三
六
年
ぶ
り
の
貞
享
元
年

（
一
六
八
四
）
七
月
一
一
日
に
、
江
戸
深
川
回
向
院
で
再
開
さ
れ
た
事
情

も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
話
題
を
捉
え
た
「
無
用
の
力
自
慢
」
の

登
場
人
物
に
つ
い
て
、
新
た
に
考
え
ら
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
て
い

き
た
い
。

　

こ
れ
は
、
力
士
を
目
指
し
て
精
進
す
る
青
年
の
話
だ
が
、
富
裕
な
両
替

屋
の
跡
取
り
息
子
に
は
、
不
相
応
な
技
芸
で
あ
っ
た
た
め
、
両
親
の
反
対

を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
も
意
に
介
さ
ず
稽
古
に
励
み
、
宵
宮
相
撲

の
取
り
組
み
で
、
力
自
慢
の
田
舎
者
に
敗
北
を
喫
し
、
不
自
由
と
な
っ
た

体
を
、
両
親
に
看
病
さ
せ
る
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
本
朝
孝
子
伝
』
今

世
部
「
西
六
条
院
孝
子
」
の
妻
を
持
た
な
か
っ
た
こ
と
と
類
似
す
る
一
方
、

病
床
の
祖
父
を
看
病
す
る
場
面
の
逆
設
定
と
の
指
摘
が
あ
る（

（2
（

。
ま
た
、
相

撲
に
打
ち
込
む
分
限
者
の
失
敗
と
い
う
話
題
は
、後
に
『
浮
世
親
仁
形
気
』

（
江
島
其
磧
作
、
享
保
五
年
〈
一
七
二
〇
〉
刊
）
巻
一
の
二
や
、『
世
間
長

者
容
気
』（
宝
暦
五
年
〈
一
七
五
五
〉、
八
文
字
屋
八
左
衛
門
版
）
巻
一
の

一
「
や
は
ら
に
臂
を
は
り
ま
出
の
長
者
」
で
の
、
謠
や
碁
や
遊
里
を
嫌
い
、

家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
、
武
芸
に
励
む
隠
居
の
姿
に
継
承
さ
れ
て
い

る
と
言
え
よ
う
。
こ
ち
ら
も
、
本
物
の
力
士
に
勝
負
を
挑
む
が
、
投
げ
ら

れ
て
怪
我
を
す
る
結
末
も
共
通
す
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
相
撲
の
話
題
は
同
時
代
の
文
芸
に
散
見
す
る
が
、
上
方

で
最
初
に
再
開
さ
れ
た
、
元
禄
一
二
年
（
一
六
九
九
）
五
月
の
京
都
岡
崎

村
の
勧
進
相
撲
を
取
り
上
げ
た
話
も
あ
り
、
近
時
の
話
題
を
取
り
入
れ
た

こ
と
で
は
、
当
該
話
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
。『
御
伽
百
物
語
』（
青
木

鷺
水
作
、宝
永
三
年
〈
一
七
〇
六
〉
刊
）
巻
二
の
一
「
岡
崎
村
の
相
撲
」
が
、

そ
の
一
例
で
あ
る（

（2
（

。
そ
の
主
眼
は
力
士
の
殺
生
（
肉
食
）
へ
の
戒
め
に
置
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か
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
登
場
人
物
の
名
前
「
捻ね
じ

鉄が
ね

九
太
夫
」
が
、
当
該

話
の
モ
デ
ル
へ
至
る
契
機
と
な
っ
た
。
実
在
し
た
「
捻
鉄
藤
四
郎
」
と
い

う
力
士
の
名
前
が
、
こ
れ
に
近
い
。
寛
永
期
の
力
士
で
、
豪
家
の
息
子
で

あ
っ
た
と
い
う（

（2
（

。
ま
さ
に
、
こ
れ
が
当
該
話
の
登
場
人
物
「
荒
磯
」
こ
と
、

「
丸
亀
屋
の
才
兵
衛
」
に
重
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。『
二
十
不
孝
』

で
は
、
荒
磯
を
次
の
よ
う
に
記
す
。

こ
こ
に
、「
高
松
の
荒
磯
」
と
名
乗
り
て
、
力
ば
か
り
を
自
慢
し
て
、

昨
今
取
出
の
男
、
丸
亀
屋
の
才
兵
衛
と
て
、
歴
々
の
町
人
、
両
替
見

世
出
し
、
世
間
に
し
れ
た
る
者
に
は
、
慰
み
な
が
ら
こ
れ
は
似
合
は

ざ
り
き
。「
そ
れ
、
人
の
も
て
あ
そ
び
に
は
、
琴
棋
書
画
の
外
に
、

茶
の
湯
・
鞠
・
楊
弓
・
謠
な
ど
、
聞
き
よ
し
。
な
ん
ぞ
や
、
裸
身
と

な
り
て
、
五
体
あ
ぶ
な
き
勝
負
、
さ
り
と
は
宜
し
か
ら
ず
。
自
今
、

こ
れ
を
止
め
て
、よ
き
友
に
ま
じ
は
り
、四
書
の
素
読
、な
ら
へ
」
と
、

親
仁
、
分
別
ら
し
き
異
見
。（
巻
五
の
三
「
無
用
の
力
自
慢
」）

部
分
的
な
引
用
だ
が
、
こ
れ
以
下
に
は
母
親
が
相
撲
を
止
め
さ
せ
る
た
め

に
、
上
方
の
遊
里
で
楽
し
む
こ
と
を
勧
め
る
場
面
、
そ
れ
を
聞
き
耳
立
て

て
い
た
使
用
人
た
ち
が
同
情
す
る
場
面
が
続
き
、
家
を
巻
き
込
ん
で
の
問

題
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。ま
た
、捻
鉄
藤
四
郎
に
つ
い
て
は
、『
相

撲
今
昔
物
語
』（
天
明
五
年
〈
一
七
八
五
〉
写
、
子
明
山
人
自
序
）
に
詳

し
い
。
以
下
、
該
当
部
分
を
引
用
す
る
。

寛
永
歳
中
、
町
人
に
捻
鉄
藤
四
郎
と
い
ふ
者
あ
り
、
則
豪
家
の
独
息

子
な
り
、
長
五
尺
八
寸
、
肥
肉
り
、
ち
か
ら
強
く
、
平
生
相
撲
を
望

む
毎
に
、
御
抱
の
相
撲
と
稽
古
す
る
に
、
鏡
山
、
荒
砂
に
も
お
と
ら

ぬ
取
手
な
り
、
相
撲
執
行
し
た
く
思
へ
ど
も
、
其
両
親
、
手
代
ど
も
、

是
を
よ
ろ
こ
ば
ず
、
諸
役
人
へ
深
く
頼
み
て
、
御
か
ゝ
へ
の
御
沙
汰

を
拒
（
こ
ば
む
）
と
な
り
、
此
捻
鉄
指
先
に
大
力
あ
り
て
、
大
竹
を

に
ぎ
り
割
と
な
り
、
今
紀
州
に
捻
鉄
町
と
い
ふ
所
あ
り
、
此
一
町
捻

鉄
が
町
な
り
（
巻
之
一
「
紀
州
御
抱
相
撲
之
事
、
幷
捻
鉄
藤
四
郎

事
」（

（2
（

）

傍
線
部
の
通
り
、
こ
こ
に
は
捻
鉄
藤
四
郎
の
裕
福
な
町
人
の
出
で
あ
る
素

性
と
、
力
士
に
な
る
こ
と
へ
の
身
内
の
反
対
の
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
部
分
は
、「
無
用
の
力
自
慢
」
で
の
傍
線
部
に
近
く
、
引
用

部
分
以
外
に
も
「
あ
ま
た
の
手
代
、
不
審
耳
立
て
て
」、
そ
の
様
子
を
「
若

旦
那
の
悪
物
ず
き
」と
嘆
く
部
分
も
あ
る
た
め
、類
似
す
る
。
た
だ
し
、『
相

撲
今
昔
物
語
』
の
筆
写
年
代
で
は
、
直
接
的
な
根
拠
と
す
る
の
は
難
し
い

が
、
そ
の
時
期
を
「
寛
永
歳
中
」
と
明
記
さ
れ
た
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。

天
明
期
に
至
っ
て
も
、
大
昔
の
寛
永
期
（
一
六
二
四
～
一
六
四
三
）
に
活

躍
し
た
力
士
の
情
報
が
伝
存
し
た
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
も
近

い
時
代
を
生
き
た
作
者
に
と
っ
て
、
同
様
の
情
報
は
既
知
で
あ
り
、
こ
れ

が
当
該
話
の
登
場
人
物
の
造
型
に
利
用
さ
れ
た
と
す
る
こ
と
は
、
不
可
能

で
は
な
い
だ
ろ
う
。
す
で
に
述
べ
た
が
、
西
鶴
以
後
の
浮
世
草
子
作
者
の

鷺
水
が
『
御
伽
百
物
語
』
で
、
こ
の
力
士
の
名
を
使
用
し
た
こ
と
も
、
も

ち
ろ
ん
そ
の
傍
証
と
な
ろ
う
。
ち
な
み
に
、
四
股
名
の
「
荒
磯
」
は
、
寛

永
元
年
（
一
六
二
四
）
の
勧
進
相
撲
に
出
場
し
た
と
さ
れ
る
力
士
、
荒
磯

濱
五
郎
に
よ
る
可
能
性
が
高
い（

（2
（

。
つ
ま
り
、
才
兵
衛
は
、
捻
鉄
藤
四
郎
と

荒
磯
濱
五
郎
、
二
人
の
力
士
の
情
報
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
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れ
る
。

　

一
方
、
他
の
力
士
に
つ
い
て
も
、
新
た
に
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ

ら
は
、
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

行
司
、
唐た
う

団う
ち
はを
か
ざ
し
て
、
四
本
柱
の
う
ち
に
立
て
ば
、
勧
進
本
の

大
関
は
、
丸
山
仁
太
夫
、
つ
づ
き
て
、
和
歌
の
助
・
蔦
之
助
、
寄
関

に
は
、
扉
閉
右
衛
門
、
関
脇
に
、
塩
釜
・
白
藤
、
左
右
に
立
ち
わ
か

れ
、
前
相
撲
は
じ
ま
り
て
、
次
第
に
形
の
山
高
く
、
金
毘
羅
の
祭
り

に
、
余あ
ま
た多

の
見
物
、
讃
岐
円
座
の
所
せ
き
な
く
、
上
が
た
の
手
取
り
、

在
郷
の
力
業
、
見
て
面
白
さ
、
こ
れ
ぞ
か
し
。（
巻
五
の
三
）

寄
関
「
扉と
び
ら
た
て
え
も
ん

閉
右
衛
門
」（
傍
線
部
）
は
、
作
品
の
刊
行
に
近
い
元
禄
二
年

（
一
六
八
九
）
九
月
、
新
堀
で
の
勧
進
相
撲
に
出
場
し
た
、
扉
建た
て

右
衛
門

と
一
文
字
異
な
る
が
、
同
名
で
あ
る（

（2
（

。
こ
の
勧
進
相
撲
に
つ
い
て
は
、『
紀

州
藩
石
橋
家　

家
乗
』
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

元
禄
二
年
九
月
三
日
、
自
今
日
於
新
堀
有
勧
進
相
撲
。
○
大
橋
團
平

ム
ス
ヒ
、
伊
達
岡
團
六
脇
、
濡
髪
八
郎
兵
衛　

ム
ス
ヒ
、
一
本
松
安

左
衛
門
小
ム
ス
ヒ
、
吉
方
兵
庫
行
事
、
都
（
合
）
五
人
上
方
者
。
小

雀
笹
右
衛
門
、
湊
久
次
郎
、

波
岩
之
助
、
中
店
又
左
衛
門
、
立
石

増
右
衛
門
、
同
久
太
郎
、
扉
建
右
衛
門
、
町
清
右
衛
門
（
中
略
）
右

二
十
二
人
地
之
者
合
廿
七
人
。
右
相
違
有
之
不
足
。
二
十
日
○
新
堀

角
力
到
昨
日
終
之
。
此
日
、
行
事
五
番
三
番
勝
。

�

（『
紀
州
藩
石
橋
家　

家
乗
』
四
巻（

（2
（

）

こ
の
よ
う
に
、
実
際
の
力
士
の
四
股
名
と
い
う
情
報
が
、
こ
の
よ
う
な
部

分
に
も
反
映
さ
れ
た
可
能
性
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

以
上
、
巻
五
の
三
「
無
用
の
力
自
慢
」
の
登
場
人
物
に
は
、
実
在
し
た

力
士
の
四
股
名
や
素
性
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
と
り
わ

け
、
主
人
公
に
つ
い
て
は
、
力
士
に
は
分
不
相
応
な
立
派
な
町
人
の
家
と

い
う
出
自
が
、
実
在
の
捻
鉄
藤
四
郎
に
よ
る
こ
と
を
新
た
に
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
実
在
の
人
物
名
と
、
異
な
る
人
物
の
素
性
を
併
せ
て
使
用

す
る
こ
と
に
は
、
そ
れ
ら
の
人
物
へ
の
作
者
の
配
慮
が
看
取
さ
れ
る
。
た

だ
し
、
問
題
点
は
こ
れ
に
限
ら
ず
、
力
士
と
い
う
存
在
自
体
に
も
あ
ろ
う
。

な
ぜ
な
ら
、
彼
ら
は
力
士
と
し
て
成
功
す
れ
ば
、
大
名
の
抱
え
と
な
り
、

身
分
や
生
活
が
保
障
さ
れ
る
が
、
そ
う
で
な
い
者
は
闇
社
会
の
住
人
と
な

り
、
治
安
の
維
持
を
脅
か
す
存
在
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
多
く
の
場
合
、

か
ぶ
き
者
と
し
て
、
反
社
会
的
な
集
団
に
加
わ
っ
た
り
、
犬
や
猫
な
ど
の

肉
食
を
も
常
と
し
た
り
す
る
た
め
、
治
安
を
不
安
定
に
す
る
と
み
な
さ
れ

た（
（2
（

。
特
に
肉
食
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
も
「
い
や
ま
し
に
肉
食
を
好
み
、

骨
筋
た
く
ま
し
く
な
り
て
」
と
あ
る
た
め
、
た
と
え
技
芸
の
た
め
で
あ
っ

て
も
、
忌
む
べ
き
悪
習
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
も
、
生
類
憐
み
の

令
へ
と
結
び
つ
く
一
因
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る（

（2
（

。
し
た
が
っ
て
、
こ

の
よ
う
な
事
情
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
話
は
教
訓
譚
と
い
う
位
置
付
け
の

み
な
ら
ず
、
勧
進
相
撲
の
再
開
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
危
険
へ
の
、
作

者
の
危
惧
の
念
が
集
約
さ
れ
た
話
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
よ
う
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、『
本
朝
二
十
不
孝
』
の
三
話
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
、
新

た
な
モ
デ
ル
の
可
能
性
を
指
摘
し
、
そ
こ
か
ら
派
生
す
る
社
会
問
題
が
、



─ 24 ─

や
が
て
禁
令
へ
と
結
び
つ
く
可
能
性
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ
の

結
果
、
巻
一
の
三
で
の
小
鶴
は
将
軍
の
愛
娘
鶴
姫
、
巻
二
の
三
で
の
藤
内
・

藤
助
親
子
は
、
漂
流
事
件
の
犠
牲
者
竹
内
藤
右
衛
門
・
藤
蔵
親
子
、
巻
五

の
三
で
の
荒
磯
は
、
実
在
し
た
力
士
捻
鉄
藤
四
郎
を
モ
デ
ル
と
す
る
可
能

性
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
モ
デ
ル
を
め
ぐ
る
問
題
を
浮
き
彫
り

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
の
三
は
鶴
字
法
度
に
、
二
の
三
は
鎖
国
政
策

に
、
五
の
三
は
生
類
憐
み
の
令
に
と
、
い
ず
れ
も
幕
府
の
政
治
問
題
に
直

結
す
る
重
要
な
話
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
本
稿
で
は
三
話
の
み
の
指
摘

と
な
っ
た
が
、
こ
の
作
品
に
は
登
場
人
物
の
モ
デ
ル
未
見
の
話
が
他
に
も

多
数
あ
る
た
め
、
今
後
も
更
な
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
、
西
鶴
の
政
治
批
判
、
自
主
規
制
な
ど
と
い
う
問
題
が
、
先

達
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
て
き
た
が
、
否
定
さ
れ
る
動
き
も
あ
り
、
論
争
と

な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
本
稿
で
の
検
討
を
通
し
て
見
た
場
合
、
作
者
の

政
治
批
判
や
自
主
規
制
は
、
こ
の
作
品
に
限
っ
て
は
、
な
か
っ
た
と
は
言

い
切
れ
ず
、
む
し
ろ
あ
っ
た
と
い
う
方
に
有
利
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
こ

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
個
別
の
作
品
ご
と
の
精
査
が
必
要
で
あ
り
、

よ
り
い
っ
そ
う
慎
重
に
検
討
す
る
こ
と
が
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、『
本
朝
二
十
不
孝
』
と
い
う
作
品
全
体
の
意

義
を
考
え
る
と
す
れ
ば
、
本
格
始
動
直
前
の
綱
吉
が
出
し
た
孝
道
奨
励
政

策
は
、
大
看
板
と
も
い
う
べ
き
建
前
で
あ
り
、
こ
れ
を
盾
に
し
て
、
前
将

軍
時
代
の
禁
忌
に
触
れ
る
事
柄
を
も
描
き
出
し
た
作
品
と
言
う
べ
き
で
あ

ろ
う
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
将
軍
交
代
後
間
も
な
い
時
期
だ
か

ら
こ
そ
可
能
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
新
政
権
へ
の
御
手
並
み
拝
見
の
意
図

も
斟
酌
で
き
る
。
そ
の
点
で
は
、
幕
府
へ
の
批
判
で
あ
る
。
た
だ
し
、
内

容
の
矛
盾
、
一
話
の
結
末
が
説
話
的
で
低
調
と
い
っ
た
、
作
品
の
抱
え
る

少
々
の
破
綻
こ
そ
が
、
む
し
ろ
虚
構
の
符
丁
で
あ
り
、
周
知
の
虚
構
が
こ

れ
ら
の
禁
忌
を
包
み
込
み
、
自
主
規
制
の
役
割
を
果
た
し
た
に
違
い
な
い

と
考
え
た
。

注（
1
）	『
西
鶴　

闇
へ
の
凝
視
─
綱
吉
政
権
下
の
リ
ア
リ
テ
ィ
─
』
第
九
章
、

二
〇
三
頁
（
三
弥
井
書
店
、
二
〇
一
五
年
）

（
2
）	

個
々
の
論
考
は
、
有
働
裕
「
作
品
の
研
究
史
『
本
朝
二
十
不
孝
』」（『
西

鶴
と
浮
世
草
子
研
究
』
第
一
号
、
笠
間
書
院
、
二
〇
〇
六
年
六
月
）
に
詳
し

く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）	

矢
野
公
和
「『
本
朝
二
十
不
孝
』
論
─
ア
イ
ロ
ニ
イ
と
し
て
の
孝
道
奨
励

に
つ
い
て
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
五
〇
巻
六
号
、
一
九
七
三
年
六
月
）

（
4
）	

佐
竹
昭
広
『
絵
入　

本
朝
二
十
不
孝
』
一
一
二
頁
（
岩
波
書
店
、
一
九
九 

〇
年
）

（
5
）	

大
久
保
順
子
「『
本
朝
二
十
不
孝
』「
後
の
剝
げ
た
る
嫁
入
長
持
」
論
─
「
評

語
」
の
表
現
を
め
ぐ
っ
て
─
」（『
文
化
』
第
五
五
巻
三
・
四
号
、
一
九
九
二
年

三
月
）

（
6
）	『
本
朝
二
十
不
孝
』
本
文
は
す
べ
て
、
宗
政
五
十
緒
・
松
田
修
・
暉
峻
康

隆
校
注
・
訳
『
井
原
西
鶴
集
②
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
七
、
小
学
館
、

一
九
九
六
年
）
に
よ
っ
た
。
た
だ
し
、
二
文
字
の
繰
り
返
し
記
号
は
改
め
、

読
み
仮
名
は
適
宜
省
略
し
た
。
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（
7
）	『
御
当
代
記
』（
戸
田
茂
睡
著
）
本
文
は
、
塚
本
学
校
注
『
御
当
代
記
─
将

軍
綱
吉
の
時
代
』（
東
洋
文
庫
六
四
三
、
平
凡
社
、
一
九
九
八
年
）
に
よ
っ
た
。

戸
田
茂
睡
は
寛
文
六
年
（
一
六
二
九
）
生
～
宝
永
三
年
（
一
七
〇
六
）
没
。

（
8
）	

関
口
す
み
子
『
大
江
戸
の
姫
さ
ま
─
ペ
ッ
ト
か
ら
お
輿
入
れ
ま
で
』
九
九

頁
（
角
川
選
書
三
八
一
、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）

（
9
）	『
御
当
代
記
』
貞
享
五
年
（
元
禄
元
年
・
一
六
八
八
）
五
月
二
五
日
に
綱

吉
と
御
台
所
と
の
外
出
、
元
禄
二
年
二
月
一
日
に
は
、
江
戸
城
に
数
日
滞
在

し
た
記
事
が
あ
る
。

（
10
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
真
山
青
果
「
鶴
字
法
度
」（『
文
芸
春
秋
』
第
八
巻

一
一
号
、
一
九
三
〇
年
一
〇
月
）、
木
村
三
四
吾
「『
聞
く
ま
ゝ
の
記
』・
元
禄

法
度
の
こ
と
な
ど
」（『
木
村
三
四
吾
著
作
集
Ⅰ
俳
諧
の
変
遷
─
西
鶴
と
芭
蕉
』

八
木
書
店
、
一
九
九
八
年
）
に
詳
し
い
。

（
11
）	

佐
竹
昭
広
、
前
掲
書
二
五
頁
。

（
12
）	

前
田
金
五
郎
「
西
鶴
散
考
」（
野
間
光
辰
編
『
西
鶴
論
叢
』
中
央
公
論
社
、

一
九
七
五
年
）

（
13
）	

山
口
剛
「
好
色
二
代
男
考
・
そ
の
二
」（『
文
学
思
想
研
究
』
第
一
一
巻
、

一
九
三
〇
年
六
月
）

（
14
）	

暉
峻
康
隆
『
西
鶴　

研
究
と
評
論　

上
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
四
八
年
）

（
15
）	

こ
の
情
報
の
流
布
や
写
本
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
園
田
一
亀
『
韃
靼
漂
流

記
』（
東
洋
文
庫
五
三
九
、
平
凡
社
、
一
九
九
一
年
）
に
詳
し
い
。

（
16
）	「
稀
書
解
説
」（
中
村
幸
彦
・
日
野
龍
夫
『
新
編
稀
書
複
製
会
叢
書
』
第

三
九
巻
、
一
九
九
一
年
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
作
品
の
挿
絵
師
は
、
鳥
居
清
信
・

同
清
倍
と
目
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
、
出
版
は
「
宝
永
正
徳
を
下
ら
ざ
る
頃
の

刊
行
と
推
定
」
さ
れ
て
い
る
。
出
港
か
ら
漂
流
ま
で
の
内
容
は
、『
韃
靼
漂
流

記
』
の
記
述
に
近
く
、
内
容
を
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
が
、
そ
の
比
較
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
述
べ
た
い
。
ま
た
、
襲
撃
事
件
後
に
、
捕
虜
と
な
っ
た

者
た
ち
が
諸
国
を
見
聞
し
た
部
分
と
挿
絵
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
考
に
詳

し
い
。
位
田
絵
美
「『
異
国
旅
す
ゞ
り
』
に
つ
い
て
─
書
誌
分
析
と
韃
靼
漂
流

事
件
の
物
語
化
の
事
例
分
析
─
」（『
近
世
初
期
文
芸
』
第
二
五
号
、
二
〇
〇 

八
年
一
二
月
）・
同
「
漂
流
物
語
の
挿
絵
に
表
れ
た
異
文
化
認
識
─
『
異
国
旅

す
ゞ
り
』
を
中
心
に
─
」（『
近
世
初
期
文
芸
』
第
二
六
号
、
二
〇
〇
九
年

一
二
月
）

（
17
）	

新
井
白
石
（
明
暦
三
年
〈
一
六
五
七
〉
～
享
保
一
〇
年
〈
一
七
二
五
〉）
は
、

「
与
安
積
澹
泊
書
」
に
て
、
天
野
信
景
（
寛
文
元
年
〈
一
六
六
一
〉
～
享
保

一
八
年
〈
一
七
三
三
〉）
は
、
随
筆
『
塩
尻
』
巻
一
六
に
て
、
こ
の
事
件
に
触

れ
る
。

（
18
）	

本
文
は
、
園
田
一
亀
『
韃
靼
漂
流
記
』（
前
掲
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
19
）	

江
戸
時
代
以
前
の
漂
流
事
件
に
つ
い
て
は
、川
合
彦
充
『
日
本
人
漂
流
記
』

（
社
会
思
想
社
、
一
九
六
七
年
）
に
詳
し
い
。

（
20
）	

佐
竹
昭
広
、
前
掲
書
、
八
頁
。

（
21
）	

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
筆
者
編
著
『
御
伽
百
物
語
』
五
五
頁
（
三
弥
井
書
店
、

二
〇
一
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
22
）	
飯
田
一
編『
史
料
集
成　

江
戸
時
代
相
撲
名
鑑
』上
下（
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー

ツ
、
二
〇
〇
一
年
）

（
23
）	

本
文
は
、
岩
本
活
東
子
編
『
新
燕
石
十
種
』
第
六
巻
（
中
央
公
論
社
、

一
九
八
一
年
）
に
よ
っ
た
。
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（
24
）	

三
田
村
鳶
魚
『
相
撲
の
話
』「
商
売
人
の
相
撲
が
出
来
る
ま
で
」（
中
公
文

庫
、
一
九
九
六
年
）
で
は
、
荒
磯
の
名
が
あ
る
と
さ
れ
る
寛
永
元
年
江
戸
で

の
勧
進
相
撲
の
真
偽
が
定
か
で
は
な
い
と
す
る
。

（
25
）	

飯
田
昭
一
、
前
掲
書
。

（
26
）	

本
文
は
、『
紀
州
藩
石
橋
家
家
乗
』（
和
歌
山
大
学
紀
州
経
済
史
文
化
史
研

究
所
、
清
文
堂
、
一
九
八
四
年
）
に
よ
っ
た
。

（
27
）	

力
士
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
三
田
村
鳶
魚
著
、
朝
倉
治
彦
編
『
相
撲
の
話
』

（
中
公
文
庫
、
鳶
魚
江
戸
文
庫
四
、
中
央
公
論
社
、
一
九
九
六
年
）、
山
本
博

文
「
相
撲
取
り
の
生
活
」（
前
掲
書
所
収
）、
竹
内
誠
『
元
禄
人
間
模
様
─
変

動
の
時
代
を
生
き
る
』（
角
川
選
書
三
一
三
、
角
川
書
店
、
二
〇
〇
〇
年
）、

櫻
井
進
『
江
戸
の
ノ
イ
ズ
─
監
獄
都
市
の
光
と
闇
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス

八
七
九
、
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
詳
し
い
。

（
28
）	

櫻
井
進
、
前
掲
書
。
塚
本
学
『
近
世
再
考
─
地
方
の
視
点
か
ら
』（
日
本

エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、
一
九
八
六
年
）

�

（
ふ
じ
か
わ
・
ま
さ
え
／
本
学
卒
業
生
）


